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は じ め に

油脂の酸化および酸化防止 に関す る研究は

これまでに数多く行なわれてきたが,油 脂含

有商品が多 く出回っている今 日,そ の保存,

品質管理は未だ十分になされていない状態に

ある.

本研究 においては油脂含有商品でありなが

ら,従 来,そ の変質に十分なる注意が払われ

ていなかった家畜,養 殖用飼料の品質保持 と

酸化安定性 について調べると共 に,最 近開発

された脱酸素剤を用いて,油 脂含有飼料 を酸

化 を防いで保存 し,ど の程度変質を防止する

ことがで きるかを検討 したので報告す る.

実 験

のを実験に必要 な個数だけ,あ らかじめ準備

し,こ れを室温に放置 して試料 とした.
ノ

なお本実験に使用 した脱酸素剤は特殊活性

酸化鉄 を主成分 としたものであり,そ の基本

的な反応形態は,Fig.1に 示す通 りであり,

主成分である活性酸化鉄は酸素を吸収 して,

安定な酸化鉄,水 酸化鉄 となる.

本反応は酸素吸収 にあずかる水分がごく少

量に進行し,例 えば本実験で使用 した条件,

即 ちポリセロ袋内の空気量が250mP程 度で,

その相対温度 が60%の 場合,80時 間以内に,

容器内の酸素濃度は,ほ ぼ0と なることが報

告 されている.
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1.実 験試料および試料調整

ブロイラー生育前期および後期の飼料,子

豚用哺乳前期および後期の飼料,養 殖 うなぎ

用飼料の5種 類のサンプルと,飼 料ではない

が,キ ャットフー ドも併せて用いた.

実験 にあたっては6種 類のサ ンプルを一定

量ずつ気密性 の高いポ リセロ袋に秤 りとり,

脱酸素剤を入れて密封 したものと,脱 酸素剤

を入れずに通気性 をよくしたまま袋詰 したも

Fe(OH)2-← 一麦一〇2十 一2HZD→Fe(OH)3→Fe203・3H20

Fe402十zHzO→Fe(OH)3→Fe203・3H20

FeO十 一14-02十2H20→Fe(OH)3→Fe203・3H20

Fig.1.Reacr-ionmechanismofdeoxidizes

2.抽 出 条 件

抽 出 条 件 を 決 め る た め,ブ ロ イ ラ ー 生 育 前

期,子 豚 用 哺 乳 前 期,キ ャ ッ トフ ー ドの3種

類 を 用 い,溶 媒 と し て エ チ ル エ ー テ ル を 使 用

して,ソ ッ ク ス レ ー 抽 出 器 に よ り,2.3.

4.5時 間 抽 出 を 行 な っ た.い ず れ の 場 合 に
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お い て も2時 間 以 後 は抽 出 量 が ほ ぼ 一 定 で あ

っ た の で,抽 出 時 間 を以 後2時 間 と し実 験 を

行 っ た.

3.抽 出 お よ び 性 状 測 定

試 料 は キ ャ ッ トフ ー ドの み 乳 鉢 で 粉 砕 した.

各 試 料 を正 確 に20g秤 り と り,ソ ッ クス レー

抽 出 器 を用 い て エ チ ルエ ー テ ル100mlZを も っ

て 抽 出 を行 な っ た.抽 出 後 工 一 テ ル を留 出 し,

さ ら に減 圧 下 に お い てエ ー テ ル を完 全 に除去

し て抽 出 油 脂 を得 た.

得 られ た油 脂 の 酸 価(以 下A.Vと 略 す),

過 酸 化 物 価(以 下P.0.V.と 略 す)の 測

定 を速 や か に行 な っ た.ま た,抽 出 した 油 脂

の 脂 肪 酸 組 成 を調 べ るた め に,こ れ をエ タ ノ

リ シス してエ チ ル エ ス テ ル と した もの につ い

て,GLC分 析 を行 な っ た.

実験 に先 だ っ て用 い た サ ンプ ル の 含 油 率 と

性 状 測 定 を し た結 果 をTable1.に 示 す.

Table-ICharacteristicsoflipidcontainingfeeds

Lipidcontent
(%)

P.0.VA
.(me/kg)V.

Broiler (A) 5.0 11.9 58.4

(B) 4.5 10.5 39.3

Pig (A) 4.2 18.7 21.9

(B) 4.7 12.8 42.4

Eel 12.7 17.5 5.8

Cat 6.7 19.9 13.8

群 に 大 差 は 認 め ら れ な か っ た.

A.V.に つ い て は,ブ ロ イ ラ ー 生 育 前 期

飼 料 と同 様 の傾 向 を示 した が,ブ ロ イ ラ ー生

育 前期 飼 料 ほ ど高 い値 は 示 さ な か っ た.

実験結果および考察

1.ブ ロ イ ラー 生 育 前 期 飼 料 よ り抽 出 し た

油 脂 の経 時 的 変 化 をFig.2.に 示 し た.

脱 酸 素 剤 を加 え たサ ンプ ル につ い て は 実 験

期 間 中P.0.V.は ほ とん ど変 化 が な か っ た.

一 方
,脱 酸 素 剤 を加 えな い サ ンプ ル は,200

日 目 に お い て は,加 えた もの よ りP.0.V.

は7程 高 か った.A.V.に っ い て は,脱 酸

素 剤 の 有 無 に か か わ らず か な り上 昇 し,200

日 を過 ぎ る頃 に は,は じめ58.4で あ っ た も の

が100近 い 値 に達 した.

2.ブ ロ イ ラ ー生 育後 期 飼 料 よ り抽 出 した

油 脂 の 経 時 的 変 化 をFig.3.に 示 した.

脱 酸 素剤 を加 えた サ ンプ ル の 方 が,わ ず か

にP.0.V.の 上 昇 を お さ えて い る が,両

Fig.3.ChangesofP.0.V.andA.V.ofthe

lipidextractedfrombroiler'sfeed(B)

3.仔 豚 哺 乳 前 期 飼 料 よ り抽 出 した油 脂 の

経 時 的 変 化 をFig.4.に 示 した.

脱 酸 素 剤 を加 え た サ ン プ ル の方 が 明 ら か に,

P.0.V.の 上 昇 をお さ え て い る こ と が確

認 で きる.し か し,A.V.に つ い て は両 群

の 経 時 的 な変 化 に大 差 は 認 め られ な か っ た.

4.仔 豚 哺 乳 後 期 飼 料 につ い て は,Fig.5.

に示 した よ うに,P.0.V.が 両 群 と も に

多 少 で は あ る が低 下 して お り,そ の原 因 は現
ほラ

在 の と ころ 明確 で は な い が,斉 藤 の 報 告 に

お い て も同 じ よ うな傾 向 が み られ た,A.V.

につ い て は200日 以 後,80以 上 と経 時 的 に大

き く上 昇 し て い る.

5.う な ぎ用 飼 料 につ い て は,Fig.6.に 示
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乳 後 期 飼 料 に同 様 にP.0.V.が 低 下 して

お りそ の 原 因 は 明 らか で は な い.

A.V.に つ い て は,脱 酸 素 剤 を加 えた 群

は殆 ん ど変 化 が な く,加 えて な い群 は 実験 開

始 後100日 目以 降P.0.V.の 変化 と関 係

な くか な り上 昇 して お り,両 群 の 間 に差 が 認

め られ た.

次 に,本 実 験 に 用 い た各 飼 料 中 に含 ま れ る

脂 質 の 脂 肪 酸 組 成 をG.L.Cに よ っ て 調 べ

た結 果 をTable.2.に 示 す.

す よ うに脱 酸 素 剤 に よ っ てP.0.V.の 上

昇 が抑 制 され て い る こ とが 明 ら か で あ る.

ま た,A.V.に つ い て も,P.0.V.

の 経 時 的変 化 に対 応 した変 化 を示 して い る.

6.家 畜 の 飼 料 で は な い が,参 考 に行 な っ

た キ ャ ッ トフ ー ドに含 ま れ る脂 質 の 経 時 的 変

化 をFig.7.に 示 す.こ れ も先 に示 した仔 豚 哺

ブ ロ イ ラ ー 用飼 料,仔 豚 用 飼 料 につ い て は,

パ ル ミチ ン酸,オ レイ ン酸,リ ノ ー ル 酸 が 主

構 成 脂 肪 酸 で あ り,う な ぎ用 飼 料 は魚 油 を添

加 して あ るた め,リ ノ レ ン酸 以 上 の 高 度 不 飽

和 酸 を28%含 んで お り,比 較 的不 飽 和 度 の高

い脂 質 で あ っ た.

キ ャ ッ トフ ー ドの脂 質 の 主 構 成 脂 肪 酸 は,

ミ リス チ ン酸,ス テ ア リ ン酸,オ レイ ン酸 で

あ っ た.

以 上 を総 合 して 考察 す る と,本 実 験 に用 い

た飼 料 の 内,う な ぎ用 飼 料 を除 く他 の 飼 料 は

製 造 直 後 に もA.V.が 低 い もの で も キ ャ ッ

一71一



トフー ドの13.8,特 に高 い もの で は,プ ロ イ

ラー 生 育 前 期 飼 料 の58.4と い う値 を示 し,P.

0.V.に お い て は すべ て の 飼 料 が10me/kg

～20me/kgで あ った .本 来,飼 料 用 に用 い る油

脂 のP.0.V.は5以 下 で な け れ ば な らな
ヨ 　ひ

ないといわれているにもかかわらず.こ のよ

うな値 を示 したのは,飼 料 を製造する段階で

も多少問題があるのではないかと考えられる.

油脂の自動酸化の進行は,構 成脂肪酸の種

類,不 飽和度,室 温などによって著 しく影響

をうける.自 動酸化 した油脂は栄養価 が低下
くヨラ

し,さ らに毒性 を示 してくる.ま た,自 動酸

化 した油脂の経 口投与により胃粘膜は激 しく

ただれ,腸 管は弾 力性 を失い,は なはだしい
　の

ものは斃死する,と いわれている.そ れ故食

用 を目的 としたこれら家畜の飼料にはもっと

留意すべ き点が多 くあるように思われる.

脱酸素剤 による油脂含有飼料の変質防止 に

ついては,A.V.に ついてはその抑制効果

が少なかった.こ れは飼料の中 に含まれる水

分 も大 きな関係 をもっていると考 えられる.

食品を乾燥すると水分が減少 し,油 脂 と空

気の接触面積 が大 きくなって油脂は酸化 を受

けやす くなる.水 分の含量が多くなると過酸

化物価の上昇は比較的抑制 され,む しろ酸価
くヨ 　

が増 大 す る.本 研 究 の 実験 に お い て も水 分 に

よ る分 解 が あ る の で あ ろ うと考 え られ る が,

そ の 原 因 を究 明 す る まで には 至 らな か っ た.

P.0.V.に お い て は,最 初 の測 定 値 と

ほ ぼ 同 じ値 を示 し,中 には 最 初 の測 定 値 よ り

も低 下 した もの もあ り,P.0.V.の 進 行

を抑 制 す るの に は充 分 効 果 が あ っ た と考 察 さ

れ る.

脂 肪 酸 組 成 にっ い て,家 畜 の 飼 料 に は,必

須 脂 肪 酸 で あ る リ ノー ル酸,リ ノ レ ン酸 が 多

く含 ま れ て お り,こ れ は 増 体 量 や産 卵 率 を高

め る た め で あ ろ う と考 え ら れ る.

を抑制するに効果的であったが,酸 価の上昇

に対 してはこれをさして抑制 しなかった.

2)長 期間の保存 に対 して,酸 化の異常な上

昇が認められたものがあったが,そ の原因に

ついては脂質の酸化,加 水分解によるもの と

思われるが,詳 細は明らかではない.

3)本 実験 に用いた飼料 に含まれる脂質の脂

肪酸組成を明 らかにした.

今後,こ の酸価の異常な上昇について,・そ

の原因究明と,こ のように高い酸価 をもっ脂

質 を含む飼料の家畜に対する影響の有無 を検

討 して行 きたいと考 えている.

最後に本研究 に際 し終始御指導 くださいま

した成蹊大学工学部松尾登教授,戸 谷洋一郎

助教授 に深謝致 します.ま たご協力下 さいま

した原助手に御礼申 し上げます.

本研究の要旨は昭和54年5月,栄 養 ・食糧

学会総会(東 京)に おいて発表 した.
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要 約

1)脱 酸素剤は含有脂質の過酸化物価の上昇
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